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登録リスト（該当：460件）
  ≪  1  2  3  4  5  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 日和山公園]	日和山公園	日本海に夕日が沈む様子を日和山公園から撮影した写真。
日和山公園は桜の名所でもある。
園内に、木造六角灯台や方角石、千国船などがあり、港町の風情を感じることができる。六角灯台越しには酒田港や最上川河口を一望でき、日本海に沈む夕陽を観ることができる。	2021-05-05
	2	[image: 上田原合戦の中心地・石久摩神社]	上田原合戦の中心地・石久摩神社	武田信玄と村上義清が武力衝突した上田原合戦（１５４８）の中心地。境内にはその歴史を伝える上田原古戦場の碑が置かれている。現在の静かな住宅街の様子からは、そのような戦いがあったということはとても想像できない。	2021-05-05
	3	[image: 小諸城大手門]	小諸城大手門	小諸城は城が城下町より下にある日本唯一ともいわれる穴城で、大手門はその入り口の城門である。平成の大修理を終え、以前の姿に甦った。この大手門は重要文化財に指定されており、東日本を代表する大手門建築の一つである。歴史と照らし合わせながら見ていくと、その時代にいるような気持ちにさせてくれるという印象でした。	2021-05-05
	4	[image: 義と愛の鐘]	義と愛の鐘	義と愛の鐘は太郎山神社の鳥居付近にある鐘です。
鐘の近くには石碑があり、鐘についての説明がされています。	2021-05-05
	5	[image: 夏の立石公園]	夏の立石公園	夏に立石公園に行った際に撮った諏訪湖の写真。諏訪湖の藻が印象的。	2021-05-05
	6	[image: 西部地域-2]	西部地域-2	花桃イベントの駐車場にあった坂の道路標識。私の出身である石川県七尾市では、このような道路標識は登山道にしか見たことがないが、撮影した場所はバイパスの近くである。このように、坂が身近にあるのも上田の特徴ではないかと考える。	2021-05-05
	7	[image: 雨宮刑部の墓]	雨宮刑部の墓	武田氏と村上氏の合戦である上田原合戦でなくなった村上側の武将、雨宮刑部（あめみやぎょうぶ）のお墓。道外れにひっそりと立っている。現在は公園や野球場がある場所で、合戦があり多くの人が亡くなったという事を知ることができた。また今自分がいる所は、昔何が行われた場所なのかに興味を持たせてくれた。	2021-05-05
	8	[image: 愛宕神社(仁古田)]	愛宕神社(仁古田)	川西の仁古田地区の愛宕山中腹に建立されています。火伏の神が奉られているとされています。見晴らし台も設置されていたりと､周りの景色を楽しみたい方にはオススメです。パワースポットとも呼ばれていることがあるという噂なので、ハイキングを兼ねていかがでしょうか。私も登りましたがとても良い運動になると思います。	2021-05-05
	9	[image: 五加八幡神社石灯籠]	五加八幡神社石灯籠	これほどの大きな石灯籠はなかなか見ることは出来ない。灯篭の正面には勝海舟の筆とされる「修善生洪福」という文字が刻まれている。近くに八幡大神縣社もあるのでぜひ行かれてみてはいかがでしょうか。	2021-05-05
	10	[image: 恐竜博物館]	恐竜博物館	地元でとても有名な恐竜の化石にちなんだ大きな恐竜博物館です。	2021-05-05
	11	[image: 須坂市立博物館]	須坂市立博物館	臥竜公園内にある。
館内は3つのブースに分かれており、須坂藩関係の資料、東日本最大級の積石塚古墳である八丁塚古墳の出土品などの古墳の出土品、製糸業の資料が展示してある。
大きな瓦が出迎えてくれる。
須坂市の歴史を知ることができる貴重な博物館で、入館料自体もすごく安い。	2021-05-05
	12	[image: 太郎山から持ってきた石らしい]	太郎山から持ってきた石らしい	石が重なってある灯篭みたいなもの。

昔から、これは何なんだろうと思っていた。
祖母に聞いてみると、ひい爺ちゃんの時代（戦争前or戦争中）に太郎山という山から、石を持ってきたらしい。

詳細は、不明。	2021-05-05
	13	[image: 道祖神]	道祖神	道祖神の祠は、山口地区のいくつかの場所にあります。

ここの場所は、道祖神の日、奥の神社らしきところの扉が開きます。子供たちは、その中に座って道祖神の日を楽しみます。

お菓子や甘茶、豚汁などがあったりします。	2021-05-05
	14	[image: 道祖神]	道祖神	長野県上田市上田 山口地区には、道祖神という地区の行事があります。
「道祖神」と書かれている石の前に小屋などを一時的に建て、そこでお賽銭箱とお札を用意します。訪れて、お賽銭箱にお金を入れてくれた人に、お札をあげます。子供には、お札とお菓子をあげます。

お札は、小学生の手作りです。	2021-05-05
	15	[image: 塩田城跡の石碑]	塩田城跡の石碑	塩田城は北条義政が建てたと言われている。
また、戦国時代には武田氏の重要な拠点としても使われていた。その後、上田城が築城されたため廃城となったが攻めづらく守りやすい城である。この石碑は実際の塩田城の少し下に建てられている	2021-05-05
	16	[image: 海野町市神高市神社]	海野町市神高市神社	この神社に祭祀されている御両神は福の神の代表の恵比寿様、大黒様です。商店街の真ん中に置かれており、周りの環境で薄れることなく威厳のある神社だと感じました。
こちらも神社にしては小さいですが、どの地図にも載っているので多くの方に認知されているのだと考えます。
やはり商店街の中に置かれているだけあって、何人か人が集まっていました。今回の調査で人がいた神社・寺は唯一ここだけです。	2021-05-04
	17	[image: 開運出丗（出世）稲荷神社]	開運出丗（出世）稲荷神社	別の神社へ向かう途中の海野町商店街を歩いていた時に偶然見つけた神社です。かなり小さい神社で、大きさは2メートルちょっとです。
この神社の情報を見つけることは出来ませんでしたが、石に刻まれている文字を見てみると「昭和24年12月吉日」と書いてあるのがわかります。私が調べた寺や神社と比べるとかなり最近に出来たことがわかります。
この神社は路地にひっそりと建てられており、月極駐車場の中にあります。
タイトルの「出丗」は誤字ではなく、石に刻まれた漢字をあえてそのまま記しました。	2021-05-04
	18	[image: 伊香保温泉]	伊香保温泉	群馬県渋川市伊香保町にある温泉。草津温泉と並んで県を代表する名湯です。黄金の湯・白銀の湯といわれています。急傾斜地に作られた石段の両側に、温泉旅館、みやげ物屋、遊技場（射的・弓道）、飲食店などが軒を連ねています。365段の石段は温泉街のシンボルであり、この界隈は石段街と呼ばれています。石段の上には伊香保神社が存在します。
　365段の石段を登った後の温泉や、神社はても気持ちいいです。到達したときの達成感や癒やしが他の温泉や神社と比べものにならないと思います。
　伊香保で有名な湯ノ花まんじゅうは甘すぎず、とても美味しいです。

写真引用アドレス
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/8/82/Ikaho_Onsen_03.jpg/299px-Ikaho_Onsen_03.jpg

https://www.dan-b.com/shop_imgs/outd_ikaho/tops/fba5907701458924baf727fd5fec3cc3.jpg	2021-05-04
	19	[image: 陣馬塚古墳]	陣馬塚古墳	陣馬塚古墳は古墳時代後期の円墳です。
染屋台地を見下ろす位置にある陣馬塚古墳の埋葬者は、この台地の開発にかかわった先駆的有力者だったと考えられています。
自然に囲まれ、玄蕃山の高台に位置する様は、埋葬者がいかに力を持っていたかを想像させられます。	2021-05-04
	20	[image: 他田塚古墳]	他田塚古墳	古墳が崩れないように石を重ね合わせてつくったとみられるトンネルのようなものを見て、昔の時代にこんなにすごいものをつくることができたことを不思議に思った。	2021-05-03
	21	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	上田城とその周辺の石碑・石像、自然。全体的に緑が多く、池などもあったため夏に来ると涼しげだった。歴史的な建物を詳しく知るためというよりかは、観光を楽しむのが適している。歴史を学ぶなら博物館へ行くのが良いだろう。	2021-05-03
	22	[image: 真田神社]	真田神社	真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としている。おみくじの種類が豊富で、歴史に興味が無く友達や家族と来ても楽しめるだろう。	2021-05-03
	23	[image: 武石の森]	武石の森	長野県上田市にあるアウトドアができる武石の森に行きました。ため池にいるニジマスとイワナが釣れ、その場で調理し、食べることが出来ます。美味しかったです。また行きたいなあ	2021-05-03
	24	[image: 潮海寺]	潮海寺	奈良時代、聖武天皇のころ（およそ750年）名僧行基により開かれたと伝えられる当地方きっての古刹高野山釈迦文院の直末といわれ、平安時代に坂上田村麻呂の帰依によって寺領が寄進されたといわれている。往古は寺領3千石、寺域に75坊を数える名刹として知られていたが、兵火により全焼し、伽藍の規模は残された22の礎石と布目瓦によってしのばれるのみ。
現在、この地には朱塗りの薬師堂金剛院が建てられ、薬師如来縁日の毎月8日午前10時から護摩が焚かれている。不動明王像が安置されている書院風の学頭坊は、薬師堂の南200メートルほどのところにあり、さらに100メートルほど南に市指定文化財の仁王門がある。江戸中期に建てられ、平成3年に解体修理が行われた寄棟造りの八脚門の左右には、高さ3メートルほどの寄木造りの仁王像が立ってい	2021-05-03
	25	[image: 大頭龍神社]	大頭龍神社	大頭龍神社は静岡県菊川市加茂の高台に鎮座し、古くから疫病鎮護、水難除けの神様として崇敬されている。境内には江戸時代中期に建てられた青銅の大鳥居や、推定樹齢300年以上の巨樹、スダジイなどがある。祈願をする際にはお世話になった。	2021-05-03
	26	[image: [14/09/11]米山城・砥石城を望む]	[14/09/11]米山城・砥石城を望む	真田氏記念公園の前に「自性院」という道案内があり、日が暮れる前に立ち寄ってみようと見晴らしのよい崖地のここに車を停めてみました。ここの道案内では崖地の階段を登り150ｍと示されています。周囲に花壇があり「花のまちづくり推進地区」という看板が立っています。赤、オレンジ、紫の花々が植えられて美しい。この高台から真田氏の居城でもあった米山城、砥石城の山並みが見えます。

電信柱やSEIYUの看板によって俗世間の風景と化してはいますが、眺望のよい場所に佇むことができて幸いでした。	2021-05-01
	27	[image: [14/09/11]上州街道・石の道しるべと分され]	[14/09/11]上州街道・石の道しるべと分され	上州街道石碑群の場所から旧上州街道の道筋を車で移動して下りました。その途中、またしても真田自治会による説明板と出会いました。

見るからにＹ字路です。街道の分岐点であることがわかります。群馬につながる道、上田につながる道、まさに真田氏の所領でもあった沼田方面と小県がここでつながっていたことがわかります。	2021-05-01
	28	[image: [14/09/11]上州街道石碑群]	[14/09/11]上州街道石碑群	上州街道石碑群の場所をやっと見つけました。道が意外に狭く曲がっています。これが上州街道であることがわかり、昔の集落の位置関係などもこの街道筋から捉え直すと、この地域の構造がさらによく理解できるものになることがわかりました。これまで、車道としてバイパスされた道路だけを通っていることに改めて気づかされます。	2021-05-01
	29	[image: [14/09/11]長小学校周辺を通る]	[14/09/11]長小学校周辺を通る	傾斜地に広がる真田の集落は私には迷路のようです。「上州街道石碑群」を次の目的地に移動してみましたが、入る道がわからず山家神社・長小学校周辺をぐるぐる回ってしまいました。道が意外に狭く、曲がっていて、わかりにくい。	2021-05-01
	30	[image: [14/09/11]山家の「真田氏館跡」]	[14/09/11]山家の「真田氏館跡」	枡形道路とたつ道を進むと民家の石垣にぶつかりＴ字路となります。余談ですが、このような傾斜地に広がる集落がどことなく和歌山県の九度山に似ていることを想起しました。

この民家のある土地が平らに整地されていることから、ここに館があったという推定が興味を引きます。さらに、ここが真田氏の館跡であるという仮説もワクワクするようなものです。

真田氏の館跡はすでに真田町の各所で見てきました。角間の館跡、ここ山家の館跡、お屋敷公園の館跡、伊勢山にも館跡があったらしい。真田氏は角間から次第に低い方へと移り、やがて上田城へ。やがて真田信幸の代になり、上田藩主居館跡に、更にその後は松代へ移ることになります。この変遷をたどるだけでも実に興味深い。	2021-05-01
	31	[image: [14/09/11]安智羅明神]	[14/09/11]安智羅明神	日向畑遺跡に行くつもりで安智羅明神に先に立ち寄りました。史跡「安智羅様」の看板に誘導されました。祠と鳥居が建っています。その手前には門石のような石柱が２つ建っています。「辛亥九月建立」と読めます。辛亥（しんがい）と聞くと先に「辛亥革命」を連想してしまうせいか、「辛亥九月」には違和感がありました。これは干支のイノシシという意味のようです。イノシシ年９月…何年をさすのでしょうか。

角間自治会による説明板の存在が実にありがたい。この説明を見て安智羅明神を理解しました。


安智羅明神（あんちらみょうじん）
　鎮座地　上田市真田町長角間

この地は真田家の古いお屋敷跡で松尾古城のふもとに位置する。
神社のご神体は真田幸隆の幼少の姿を写した像と伝えられている。
※創立は一五三〇年（	2021-05-01
	32	[image: [14/09/11]角間渓谷遊歩道入口・岩屋観音]	[14/09/11]角間渓谷遊歩道入口・岩屋観音	「角間渓谷遊歩道入口」と記された案内板が立っています。「猿飛佐助修行の地」ですか。案内板にはシシの牢、岩屋観音、猿飛岩、鞍はずしの岩、天狗の遠見台、見晴台、角間温泉、鬼ヶ城がイラストで描かれています。奇岩怪石に特色があるエリアであることがわかります。猿飛佐助の物語の源泉とも言うべき場所であることがわかります。

岩屋観音などは以前も訪れたことがあり、この日は参道の階段を下から見上げるだけにとどめておきました。

帰り際、参道階段下の石碑に着目しました。「親鸞聖人室恵信尼公　療養之地」と記されています。	2021-05-01
	33	[image: [14/09/11]松尾古城の解説、角間渓谷を進む]	[14/09/11]松尾古城の解説、角間渓谷を進む	角間渓谷の入口に道案内と「松尾古城」の説明板があります。そのすぐ隣にもう一つの案内板があります。

道案内のある場所から角間渓谷までは3kmと記されています。角間川の谷筋になるこの道筋は緩い傾斜で延々と続きます。途中に転々とする角間の集落は傾斜地のため、家の前に築かれた石垣などが印象的です。道路も狭い。途中拡幅工事が行われていました。周辺は杉林に変わり、山道らしくなります。	2021-05-01
	34	[image: 伊香保温泉]	伊香保温泉	伊香保温泉は群馬県でとても有名な温泉の一つ。伊香保温泉のシンボルでもある「石段街」は飲食店や土産屋などが多いため、誰もが楽しめる場所だと思う。さらに伊香保神社は子宝や縁結びの御利益があるとされている。	2021-04-30
	35	[image: 真田神社]	真田神社	上田城本丸跡に鎮座するこの真田神社は、真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としています。
しかし、もともとは松平家の御先祖をお祀りする御宮であり、松平神社と称していました。
神社の近くには、実際に昔使われていた井戸や巨大な兜、真田幸村の像などがあります。
個人的には、神社前の門や兜が記憶に強く残っています。	2021-04-25
	36	[image: 議事書類綴]	議事書類綴	別所温泉の外湯が5ヶ所されているが残っているものは3ヶ所である。

大正8年別所村_議事書類綴（上田市公文書館所蔵）によると村営温泉：大湯・玄斉湯・大師湯、久我湯・石湯　5ヶ所改修議案が提出されている。（大正8年12月18日提出）

現存の外湯は大湯、大師湯、石湯の3ヶ所であり、2ヶ所が廃止になった時期と理由を調べたい。	2021-02-27
	37	[image: 上田松本間に計画された鉄道]	上田松本間に計画された鉄道	大正8年（1919年）に泉田村に提出された、鉄道敷設に関する意見書の内容を

まず前置きとしては、
・上田松本間はもともと2つの県道で旅客や貨物の輸送が盛んだったが、信越本線と篠ノ井線ができたことによって衰退した。
・世の時勢が交通機関の発展を促している
ということが述べられている。

この路線が開通した時のメリットとしては、
・沿線に浅間温泉、別所温泉、田沢温泉、沓掛温泉などの年間の観光客が10万人を超える観光資源がある
・沿線に石炭などの特産品が少なからずある
・信越本線と篠ノ井線の半分の距離しかない
　（関東と濃尾地方の連絡にも大きな利点がある）
・篠ノ井線が塩沢の辺りなどで地盤崩壊が起きるときにバイパスとして機能する
　（軍事的にも利点である）
ことが挙げられている。

当時沿線で石炭の	2021-02-27
	38	[image: 萬葉集（写本）]	萬葉集（写本）	『萬葉集』（写本）全9帖　（市立小諸図書館所蔵）

『萬葉集』とは･･･
飛鳥・奈良時代の歌集で、約130年間の長歌、短歌、旋頭歌、仏足石歌など4500首余りを収録。天皇、皇后をはじめ一般民衆の歌まで含んだ歌集。
【参考文献】『国史大事典』（国史大辞典編集委員会／編　吉川弘文館　1992）

本書は、江戸初期の写本といわれていて、国文学者佐佐木信綱氏の著書『萬葉集事典』（平凡社　1956）の諸本―写本の項で『小諸本萬葉集』として収録されています。
綴葉装（てっちょうそう）の活字附訓本で、缺本（欠けた巻がある本）で、5,6巻が欠けています。
サイズは、縦23.5cm×横17.5cm。
小諸藩主牧野氏の蔵書で、のちに小諸町で酒造業を営んでいた大塚宗次氏が購入、大正3年（1914）に財団法人小諸図書館へ寄贈されました。
大塚宗次氏に関	2021-02-16
	39	[image: 鳴石橋駒ノ爪]	鳴石橋駒ノ爪	小諸市諸地区に伝わる昔話「諸の七不思議」の一つである「鳴石橋に駒の爪」にまつわる石。
現在は諸公民館にて保存されている。

　一、鳴石橋 駒ノ爪

　昔より伝えられる話
　諸七不思議の一つ
　その昔殿様の愛馬が
　姫を恋慕って領内を
　駆け巡り駒の「ひづめ」
　の跡が残されている
　哀話の石橋という

　　道路拡張に伴い
　　　　鳴海天神地積より移転
　　　　　　　　　　　　　　（現地解説より）	2021-02-16
	40	[image: 上田市と岡谷市における蚕業の比較　まとめ]	上田市と岡谷市における蚕業の比較　まとめ	　私は、上田市と岡谷市の蚕糸業の比較として、蚕糸業における様々な施設についてまとめた。その中で理解した相違点や共通点、蚕の今後の展望についてまとめる。
・相違点
　同じ蚕糸業で栄えた上田市と岡谷市だが、上田市は「上田蚕種協業組合事務棟」や「常田館製糸場」の現存から養蚕業や製糸業を行っていたことがわかる。一方で岡谷は、「岡谷蚕糸博物館」に展示されている多数の繰糸機や「宮坂製糸所」の現存から製糸業で栄えたといえる。
・共通点
　岡谷市の工女さんは、1910年には岡谷の人口2万3000人に対して、工女さん1万5000人と65％を占めていた。その後、1930年には岡谷の人口7万6500人に対して、工女さん3万4500人と45％を占めており、工女さん達は岡谷市の支えとなっていた。工女さんは10代半ばから20代前半の若い女性で、重要な	2021-02-10
	41	[image: ミヤサカシルク トリートメントソープ(岡谷蚕糸博物館・宮坂製糸所)]	ミヤサカシルク トリートメントソープ(岡谷蚕糸博物館・宮坂製糸所)	　岡谷蚕糸博物館のショップでは、蚕のシルクを活用したスキンケア商品を販売している。石鹸や化粧水、クリームなどを販売しており、ネット通販も行っている。
　私は、岡谷蚕糸博物館に併設されている宮坂製糸場で、「ミヤサカシルク トリートメントソープ」と「ミヤサカシルククリーム」を体験させていただいた。シルクソープは無香料・無着色・合成界面活性剤不使用で肌にも優しく、少量できめ細やかな泡が立ち、使用後はお肌がすべすべになった。シルククリームはシルクの主成分であるフィブロインが配合されており、使用後はお肌がしっとりとして潤いが戻ったと感じた。少々高価ではあるもののプレミアム感があり、プレゼントにも良いと思った。お土産コーナーには他にも生糸やバッグ、ストールや、虫の佃煮や桑の実ジャムといっ	2021-02-10
	42	[image: 運の石]	運の石	これは2021年2月10日に撮影した運の石の写真である。
この運の石は海野町商店街の高市神社に祀られている。
高市神社のご神体は、海野宿の隣にある白鳥神社にあった霊力のある石であり、真田昌幸が築城する際に祀られたといわれている。このとき祀られたご神体には直接触れられない。そのため、真田昌幸と関係がある高野山九度山の神石が触れられる運の石として祀られている。	2021-02-10
	43	[image: 埴輪　盾持人]	埴輪　盾持人	【作品】
埴輪　盾持人

【所在地】
群馬県太田市：若水塚古墳

【若水塚古墳】
他8基の古墳が確認済み。中央部には埋葬施設が残存し、方形の板石を組み合わせた箱式の石棺と判明。棺内からは、互い違いに置かれた男女2体の遺体と、ヒスイの勾玉（まがたま）1個、ガラス製の小玉7個が発見された。棺や玉類からみて、5世紀代に造られたものと思われている。

【作品説明】
3世紀から6世紀、権力者の墓の上やまわりに立て並べられた土製品である埴輪（はにわ）。この埴輪の役割は、古墳を守ること。盾持人は全国で見つかっているが、ほとんどが古墳の中心から離れた縁（ふち）に置かれていたことから、古墳を背に盾を持って立ち、邪悪なものの侵入を防いでいたと考えられる。

【参考資料】
・文化遺産オンライン：http://bunka.nii.ac.jp/herit	2021-02-09
	44	[image: 海野宿と海野町商店街の共通点]	海野宿と海野町商店街の共通点	海野宿と海野町商店街について調べて、以下の共通点があることがわかった。

　まず、真田昌幸が海野郷の豪族の海野氏の子孫だったことから、海野町商店街は海野郷にいた住民によって作られた。そのため、海野宿と海野町商店街は海野氏という豪族に関係があることがわかった。
　また、海野宿の横に位置する白鳥神社にあった霊力がある石を、真田昌幸が築城する際に海野町商店街の高市神社に祀ったことがわかった。そのため、高市神社と白鳥神社には、ありがたい石でつながっているという関係があることがわかった。	2021-02-09
	45	[image: 信州上田学B2020⑪12/10デザインでたどる上田の地域文化(1)]	信州上田学B2020⑪12/10デザインでたどる上田の地域文化(1)	長野大学2020年度後期教養科目「信州上田学B」講義
講師　石川義宗(企業情報学部准教授)

	2021-01-31
	46	[image: 信州上田学B2020⑬デザインでたどる上田の地域文化(3)山本鼎と農民美術]	信州上田学B2020⑬デザインでたどる上田の地域文化(3)山本鼎と農民美術	長野大学2020年度後期教養科目「信州上田学B」講義
2020/12/24
特別講師　小笠原正氏(上田市立美術館学芸員)
講師　石川義宗(企業情報学部准教授)
89分

	2021-01-31
	47	[image: 深鉢形土器]	深鉢形土器	【作品】
深鉢形土器

【所在地】
群馬県太田市：下宿古墳

【下宿古墳】
平安時代の遺跡で、この他にも多くの土器や土坑等が重要文化財に指定されており、学術的価値の高い遺跡である。

【作品説明】
重要文化財に指定された理由としては、縄文時代草創期に作られたものだと考えてられており、旧石器時代～縄文時代への移行期の物は大変貴重で重要な資料であるからだ。爪形文土器(人の爪や種々の工具を用いた刺突や押圧、摘み出し加工により施された器面の文様が特徴)と、石鏃や石槍などの石器で構成されているのだが、爪形文土器は、東日本に多く分布する尖底(せんてい)の深鉢形土器なのだが、全形を窺える個体はきわめて少ない。

【参考資料】
・国指定文化財データベース：https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/201/00011757
・文化遺	2021-01-27
	48	[image: 長持形石棺]	長持形石棺	【作品】
長持形石棺

【所在地】
群馬県伊勢崎市：富士山古墳

【富士山古墳】
全長125mの前方後円墳である。東日本では2つしかない大王級の古墳のひとつである。(もう一つは同じく群馬県太田市にある太田天神山古墳)


【作品説明】
地域をおさめた首長を入れるための棺のため、大王級の古墳だけに存在する。全国でも45箇所からしか見つかっておらず、そのうちの2箇所が群馬県である。お富士山古墳の長持形石棺は全長285cm、 幅121cm、高さ115cm、重さ約6.8t、被葬者は不明であるが、ヤマト政権とも関わりがあった重要人物であると考えられている。

【参考資料】
・群馬県伊勢崎市　お富士山古墳：https://www.city.isesaki.lg.jp/kanko/rekishi/shitei/shiseki/3380.html
お富士山古墳所在長持形石棺：https://www.city.isesaki.lg.jp/kanko/rekishi/shitei/shiseki/3380.html	2021-01-26
	49	[image: 金堂跡]	金堂跡	石段の部材と思われる凝灰岩の切石が発見されている。基壇は東西２９.７ｍ、南北１９.３ｍで、推定される建物規模は正面２４.２ｍ、側面１４.４ｍである。	2021-01-25
	50	[image: 講堂跡]	講堂跡	高さ約５０ｃｍの基壇と、本来５０個ある礎石のうち２７個が良好な状態で残っていたことが分かっている。基壇の規模は東西３４ｍ、南北２０ｍで、建物は正面２８.８ｍ、側面１４ｍと確認されている。	2021-01-25
	51	[image: 北沢大石棒]	北沢大石棒	佐久穂町

説明板より

北沢川の大石棒

　今から四千数百年前（縄文時代中期）眼前に広がる南台地に生活していた人々が、動植物の豊穣と人間の甦りを願っての信仰のシンボルとして、豊かに湧きあがる泉のほとりに建立したものと思われる。なおこの石棒は、日本最大のものとして知られている。

[石棒]　二．二三メートル、溶結凝灰岩（佐久石）
[石柱]　柱状節理流文岩

昭和六十二年八月
　佐久穂町教育委員会　

（※当初の説明板の記述は「佐久町教育委員会」だったと思われます。）	2020-12-20
	52	[image: 須々貴山神社]	須々貴山神社	天白山の頂上に須々貴山神社があります。頂上に着くまでに石段が507段ありました。傾斜もキツく、石段のの終わりが見えないほど永遠と続いていました。途中で何度も心が折れそうになりながらようやく頂上に着きました。
この神社には、天白大権現と猿田彦命が祭られているそうです。須々貴城は上田原の戦いで村上義清が布陣した城で、
元は地元の豪族、小泉氏が築城した城らしいです。
また階段を上ると社が祭られていました。社からの長めは開けていて見晴らしが良かったです。
帰りは参道で帰ろうとしましたが、草木におおわれていて通れず、急な石段をおりてきました。大変すぎてもう行かないと思いますがいい経験になりました。	2020-11-18
	53	[image: 石窯パン ハル]	石窯パン ハル	商店街にあるパン屋、長野県産小麦100％、自家培養発酵種を使用している。私はベーグルを買った。密度が半端なく一つでも十分だった。味はほんのり甘い感じだった。とてもおいしかった。	2020-11-18
	54	[image: 石窯パン　ハル]	石窯パン　ハル	長野県産小麦100％の石窯パンを販売している。
あんこのベーグルがすごくおいしかった。	2020-11-18
	55	[image: 石窯パン　ハル]	石窯パン　ハル	商店街にあるパン屋。ここのパンは、長野県産小麦を100%使用しているそう。店内に入ってすぐにパンのいい香りがした。パンだけでなく、ラスクやクッキーなどもたくさんあり、手ごろに購入できるものが多かった。	2020-11-18
	56	[image: 須々貴山神社の石段]	須々貴山神社の石段	須々貴山神社は、天白山（須々貴城）にあり、本殿までは500段ほど石段を登る必要があります。石段は幾つかに分かれており、途中の石段を登った脇に自然石が建てられており、願主と石工の名前が彫られています。	2020-11-17
	57	[image: 半過古墳群10号墳]	半過古墳群10号墳	道の駅「上田 道と川の駅 おとぎの里」に移築復元された古墳。直径7m程。道路工事により検出された3基の古墳のうち中央に位置する。玄室内で木棺の痕跡を確認し、鉄製釘が2点出土した。横穴式石室で、石室全長5.0m。玄室の平面形は長方形で、奥壁幅1.1m、長さは右側壁2.8m、左側壁3.0mを測る。天丼石を失つているが、奥壁の遺存高は1.4m程。奥壁は幅0.8m程度の石を複数用いて構築されていたものと推定され、現状は4段目の一部が残存していた。	2020-11-17
	58	[image: 石窯パン　ハルの黄な粉のお菓子　]	石窯パン　ハルの黄な粉のお菓子　	海野町商店街の一角にあるパン屋ハルで購入したお菓子。ハルでは長野県産の小麦を100％使用した自家製パンを味わうことができる。
黄な粉の味とクッキーのような食感が相まっておいしかった。手ごろな価格で購入しやすいと感じた。	2020-11-16
	59	[image: 半過古墳群10号墳の石室(移築復元)]	半過古墳群10号墳の石室(移築復元)	バイパス工事に伴い、平成18～19年度に発掘調査が行われました。遺跡は2つのトンネルの間にあり、弥生時代から平安時代の住居のほか、半過古墳群の4つの古墳が発掘調査されました。古墳からは人骨や青いガラス玉の首飾り、金銅製の耳飾りなどの多くの副葬品が見つかりました。また、棺桶に入った遺体が骨となってそのままの形で残っていました。	2020-11-14
	60	[image: 路傍の神仏（インター小諸工業団地）]	路傍の神仏（インター小諸工業団地）	小諸市の西北部滝原区にあるインター小諸小諸工業団地の西側、（株）ユウワの上にある石仏	2020-11-11
	61	[image: 上田城の石垣]	上田城の石垣	真ん中に目立つ大きい石はどのようにしてここに運んできたのか。石の形状に合わせて積み重ね、間は小石で埋めて知恵がここに詰まっている。	2020-11-05
	62	[image: 中国寧波市との友好の証「石刻獅子像」]	中国寧波市との友好の証「石刻獅子像」	鎌倉時代に上田の地に禅宗文化を伝えた別所温泉安楽寺の開祖樵谷惟遷などが寧波と往来したという縁から平成7年に上田市と友好交流都市提携を結びました。この像は友好交流提携10周年を記念して寧波市から贈呈されました。上田市からは「上田獅子」の石彫レリーフを送りました。	2020-11-05
	63	[image: 上田城　真田神社]	上田城　真田神社	上田城本丸跡にある神社で、真田・仙石・松平の歴代上田藩主を祀っているそうです。　
真田神社は、徳川の大軍でも攻め落とされなかったことから「落ちない」縁起をかついで受験生などに人気になっているようです。
また、絵馬のトンネルもあり、幻想的で見ごたえがありました。内容は受験に関することが多かったです。わたしもこれから資格取得や就活の時にはお参りしようと思います。	2020-11-03
	64	[image: 柳町]	柳町	柳町は戦国時代上田城の城下町として栄えました。
現在も石畳の道路や長屋など昔の街並みが残っていて雰囲気があり、思わず写真を撮りたくなっていまう外観でした。また、「犬神家の一族」のロケ地にもなったそうです。
地酒・信州そば・ワイン・酵母パンなど地域グルメを中心としたお店が並んでおり、雰囲気ある歴史的な街並みと上田の地域グルメを一度に楽しめる場所でした。	2020-11-03
	65	[image: 石窯パン　ハル]	石窯パン　ハル	海野町商店街にある石窯パン　ハル。
あんバターサンドがおすすめだった。
パンがしっかりしてて、中身がずっしりと入っていた。
周りのお店は昔ながらの店ばかりだったが、こういう新しいお店が入ることで、商店街の活気が少しづつ戻ってくると思った。
いい意味で、その商店街の空気に馴染まないのが新しい空気を地元にふかせていくのだと思った。	2020-11-01
	66	[image: 飯島商店]	飯島商店	別名、みすず飴本舗と呼ばれる、飯島商店。
遡ること、1816年。柳町で穀物商をしていた油屋が移転して飴屋へと業種転換を行いました。

この建物は、国民的財産と認められ、現在登録有形文化財に指定されています。

シンプルなジャム缶や、長野のフルーツを使ったみすず飴は太陽にあてるとキラキラして、宝石のように見えました。	2020-11-01
	67	[image: 上田城]	上田城	長野大学に来てからまだ上田城に行った事がなかったため今回初めて行きました。
お城と言うと天守閣のある大きなお城をイメージしますがこの上田城にはそのような大きくお城はありません。ですが周囲を囲む石垣や建物から歴史を感じる事ができます。ただ率直な意見を言うと少し寂しさを感じてしまいました。	2020-11-01
	68	[image: 柳町の街並み]	柳町の街並み	上田市街地にひっそりと佇む旧北国街道の道のり。およそ500mの石畳の通りにどこか江戸時代の雰囲気を感じさせる建造物と柳の木が立ち並ぶ。静かな雰囲気がとても心を落ち着かせる。	2020-10-31
	69	[image: 上田城東側の遊歩道]	上田城東側の遊歩道	上田城と二の丸通りの間にある遊歩道の写真。
昭和3年から昭和47年まで走っていた路線の廃線跡地で、当時の駅のホームらしき石造りの建造物を見ることができる。欅の木やモミジを楽しみながら散歩を楽しむことができる。	2020-10-30
	70	[image: 道祖神]	道祖神	寺下駅から徒歩20秒の距離にある道祖神

自分が見たことのある道祖神は人型を模していたので自然石のままというのが意外だった。

しめ縄のくたびれ具合や、周囲の草が伸びっぱなしになっていることから、あまり信仰されていないのかも。

道祖神は通行人を守ってくれる神様らしく、駅の近くにあることで、知らないうちにたくさんの人が災難から守られているのかも。
自分は手を合わせておいた。	2020-10-21
	71	[image: 平和の光像]	平和の光像	1960年4月に在日本朝鮮人総連合会佐久支部から、朝鮮民主主義人民共和国への帰国記念として贈られた像。台座には当時の町田増夫小諸市長の「日朝両国民の友好親善と世界恒久平和万才」と刻まれている。
当初は小諸駅前に設置されていたが、現在は小山敬三美術館へ行く岩石園の奥に、小山松寿氏、小山邦太郎氏の顕彰碑、胸像と同じところにある。	2020-10-16
	72	[image: ｛国宝｝八角三重塔]	｛国宝｝八角三重塔	八角三重塔の入り口である黒門は、国宝八角三重塔がある安楽寺から約300メートル手前にある。

黒門から安楽寺までの道中にある石畳や階段を今でも神が歩いているかのように周りには大きな木がたくさん生えていた。

八角三重塔は一見四重塔に見えるが、「ひさし」を含めないため三重塔で登録された。

全長18.75メートルあり、昭和27年に長野県で最初の国宝であり、今日、日本に現存する唯一の八角塔である。	2020-10-16
	73	[image: 安楽寺八角三重塔への道のり]	安楽寺八角三重塔への道のり	安楽寺八角三重塔から撮った写真。
林の中の頂上までの石造りの階段が印象的である。	2020-10-15
	74	[image: 大輪精舎之図(日本博覧図1897所載)]	大輪精舎之図(日本博覧図1897所載)	『日本博覧図』は関東を中心とした地域の名所旧跡、寺社、豪商の邸宅等を描いた銅版画集。1897年(明治30年)発刊の第12編には上田小県の寺社・邸宅等20点の銅版画が収録されている。「大輪精舎之図」はその一つである。

タイトルには「長野県信濃国 大輪精舎之図 小県郡上田町」と記されている。

大輪寺(大輪精舎)は、真田昌幸による上田築城に伴い、砥石城の麓の畑山から移されたと伝えられている。大輪寺には真田昌幸の妻寒松院の墓がある。

参考資料：『上田市誌』第9巻「真田氏と上田城」2002年	2020-09-25
	75	[image: 石垣]	石垣	石垣のある家。上塩尻地区にたくさんあった。今まで石垣は城跡でしか見たことがなかったのでこのような街の中にあることに驚いた。貴重であるためこれらの建物が存続し続けることを願う。	2020-08-09
	76	[image: 藤本蚕業歴史館内部-1]	藤本蚕業歴史館内部-1	歴史館にある説明文。当時の上田の蚕種輸出による繁栄を伝えている。写真には、その繁栄ぶりが詳しく書かれ、特に、62万石という有名な大名と同レベルの生産を誇っていたことは驚愕に値する。	2020-08-09
	77	[image: 塩野川]	塩野川	水車小屋が気になったので小道に入ると、川の流れの音が耳に入ってきました。整備された川というわけではなく、自然の形のままである川を思いがけず発見できて嬉しかったです。大きな岩や石、倒木、奥まで続く木々の緑に見入ってしまいました。この道に入るまでコンクリートの道路を歩いていたので、暑い熱気を感じていました。けれど、一気に自然の、涼しくて澄んだ空気を感じることができました。	2020-08-08
	78	[image: 上田城跡　本丸東虎口]	上田城跡　本丸東虎口	上田城跡地の城門。今は訪れた人を迎える門となっているため常に開きっぱなしの状態になっている。この門は市民の協力の下で買い戻されたというエピソードがある。上田城跡地のシンボル的な存在であることに間違いない。	2020-08-08
	79	[image: 天台宗別格本山　北向観音]	天台宗別格本山　北向観音	北向観音堂は、平安時代初期の天長2年（825年）、比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された霊場です。安和2年（969年）、平維茂は一山を修理し、三楽寺、四院、六十坊を増築したと伝えられています。寿永元年（1182年）には源平争乱の中、木曾義仲の手により八角三重塔と石造多宝塔を残して全て焼失してしまいますが、源頼朝の命のもと伽藍復興がおこなわれ、建長4年（1252年）、塩田陸奥守北条国時により再興されました。堂が北に向いているのは、わが国でもほとんど例がありません。

選んだ理由としては北向観音堂は全国的に珍しい建物で面白さがあると思ったからです。	2020-08-06
	80	[image: 散歩中に発見した石碑]	散歩中に発見した石碑	道祖神を祀る石と文字碑であり、長野県内でも最も確認数が多いのが佐久市である。
無加工の自然石を道祖神と名付けて祀っているそうだ。
文字碑と双体像が一緒になっており、古くからの石神信仰が想定されるうるものである。
また、この地区に伝わる道祖神祭りという夏の行事にも関りがあると考えられ、発祥については不明点が多いものの佐久市内でも最古の行事のうちの一つであるという説もある。	2020-08-06
	81	[image: 産川近くから撮った生島足島神社 御旅所社]	産川近くから撮った生島足島神社 御旅所社	生島足島神社の御旅所社の鳥居が遠方に見える風景。この場所は、生島足島神社からは少し離れた場所に位置する。この鳥居の先には、八坂刀売命を祀る小さな石の祠がある。
周辺は田んぼと住宅に囲まれている中に大きな鳥居が見え、遠方でありながらもかなりの存在感を放っている。人工物の中にあろうとも、どことなく神聖な雰囲気を感じた。	2020-08-06
	82	[image: 砥石城・米山城]	砥石城・米山城	県の史跡に指定されている山城。城跡からは上田市街と真田の町並みが一望できます。
この地方に勢力を張っていた村上義清の重要な拠点であり、武田信玄が2度目の敗北を喫した「砥石崩れ」の舞台です。

2009年のアニメ映画館「サマーウォーズ」の舞台となりました。

三方を崖っぷちで囲まれ、攻めてくる敵を迎え撃つのにもってこいの地形と見晴らしの良さ、理想的な山城に思えます。

軽く登山ですが、よく整備されて、登りやすいです。
朝遅く出て、ゆっくり登っても、午前中に降りて来られます。
小学生の遠足で行くようです。
駐車場あります。無料。

上信越自動車道・上田菅平ICから、車で約5分で着きます。	2020-08-03
	83	[image: 凝集剤PAC(ポリ塩化アルミニウム)投入と濁度指針]	凝集剤PAC(ポリ塩化アルミニウム)投入と濁度指針	現行の上田市染屋浄水場、石舟浄水場の凝集剤PAC(ポリ塩化アルミニウム)投入と濁度指針を見た場合、
高崎市若田浄水場と剣崎浄水場は、旧キリンビール高崎工場稼働にあたり、プロテイスターの検査で、凝集剤投入中止から、購入が始まり、	2020-07-27
	84	[image: 鷹匠町の街並みと人物]	鷹匠町の街並みと人物	鷹匠町は、江戸時代真田正之の松代移封後の、仙石氏の時代に生まれた武士の町であるが、犬公方といわれた5代将軍徳川綱吉の生類憐みの令により翻弄された面もあったと聞くが、武家屋敷の絵図面に鷹匠、餌指と鷹匠町の地名が付されて来た。明治21年(1888年)できた信越線上田停車場から海野町に繋がる松尾町が独立したが、河岸段丘上の鷹匠町は蚕都上田を象徴する人物宅跡もあり、江戸時代から残る坂地名等の街並みや小路の風情を歩いて見ませんか？	2020-07-26
	85	[image: 佐久市有形文化財万治の石造大日如来]	佐久市有形文化財万治の石造大日如来	万治の石仏では下諏訪の諏訪大社春宮の石仏が有名ですが、佐久市望月にも有ります。
下諏訪町の石仏は阿弥陀如来、望月のは大日如来。年数は望月の方が1年古いようです。	2020-07-26
	86	[image: 人物52 久米由太郎]	人物52 久米由太郎	喜永五年二月二十四日江戸小石川小日向新坂に生る。(略)
以下続きにその事跡を載す。

『上田市史・下巻(1940)』1265頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-23
	87	[image: 上田城跡]	上田城跡	真田幸村の父、真田昌幸によって築城された。
日本百名城二七番・日本夜景遺産に認定されている。
写真は上田城東虎口櫓門である。「真田石」と言われる直径約3メートルの大きな石が石垣に使われている。	2020-07-22
	88	[image: 前山寺]	前山寺	拝観料がかかるので私はじっくりと見ることができませんでしたが、木造茅葺き屋根の本堂と国重要文化財の三重塔があります。花の寺といわれ、桜・藤・紫陽花・イチョウなど、季節によって違った花を楽しむことができます。古い松やケヤキの大木が並ぶ参道では、木漏れ日や抜けていく風が心地よかったです。石段や石垣、大木などにみられる苔の様子に惹かれました。	2020-07-22
	89	[image: 小県蚕業学校(上田東高)の校歌]	小県蚕業学校(上田東高)の校歌	2018/05/10、１年生ゼミでの上田探検。信州大学繊維学部に続き、上田蚕種へ。信大の裏口から実にアクセスしやすいミニマムパスを見つけ、そのパスを抜けると旧小県蚕業学校（上田東高校）の真ん前に出ました。

小県蚕業学校は全国で営まれていた養蚕を各地で指導する養蚕教師を養成していた中等教育機関です。全国からここへ養蚕を学びに生徒が集まっていました。国の基幹産業でもあった蚕糸業（養蚕）を支える人材を育成していた学校です。このような言い方が適切かどうかわかりませんが、現在は全国のどこにでもあるいわゆる「普通高校」と化してしまいました。かと言って蚕業学校のまま、現在に残るわけにもいきません。普通高校と化したのはやむを得ない。

この学校の歴史の重さはその校歌にも刻まれています。通過する道路際から	2020-07-18
	90	[image: 「UEDA SILK展」で気づく上田紬のカジュアル感]	「UEDA SILK展」で気づく上田紬のカジュアル感	2019/9/27、上田市武石にある武石ともしび博物館に「UEDA SILK展」を見に行ってきました。8/2～10/27の期間開催されています。

武石ともしび博物館は武石地区の小高い丘の上にあり、立派な日本庭園を備えた回遊式の博物館です。大きく３棟に分かれています。

「UEDA SILK展」では上田紬をメインに、上田の蚕種・養蚕などに関わる展示もされていました。上田紬の展示は、小岩井紬工房の小岩井カリナさんの作品を中心に構成されていました。「紬」と言えば、結城紬、大島紬が有名です。「日本三大紬」と呼ばれることもあります。では３つ目の紬はと言うと、地元上田の方でも知らない方がいます。もちろん「上田紬」です。なぜ、結城紬、大島紬に対して、上田紬の知名度が低いのか。上田の活性化ということからも、地元の伝統工芸の発展ということ	2020-07-18
	91	[image: 人物35 舟木貞政]	人物35 舟木貞政	舟木貞政は上田城主仙石氏の臣、通称新左衛門。（略）

『上田市史・下巻(1940)』1235、1236頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-17
	92	[image: レポート　玄蕃山公園の銅鉱石と山砂鉄について]	レポート　玄蕃山公園の銅鉱石と山砂鉄について	　　　　　　　　　　
はじめに
　私は小学高学年のころから「石コロ」が好きで、野山を歩いては「小石」を持ち帰る癖がありまして、その癖が今でも続いています。我が家は庭も家の中も「石コロ」がゴロゴロしています。　今70歳になり本気で好きな「石コロ」と向き合っています。
　令和元年9月1４日、真田の佐藤工房で砂鉄の製錬実験をしました。始めての体験ですが2㎜ほどの鉄球を検出しました。砂鉄から「玉鋼」が出来ることを男児は皆興味を持ちます。今回驚いたことは、「銅色をした鉱物」が出来たことです。


検出した鉱物はハンマーで叩くと潰れてしまいましたが、写真を撮っておきましたので、郷土地質研究家の山辺邦彦先生を訪ね、砂鉄の産するサンプルの分析をお願いしました。　今回のサンプルは東御市のアケボノゾウの	2020-07-15
	93	[image: 尾澤木彫美術館の外観]	尾澤木彫美術館の外観	尾澤木彫美術館は長野県上田市に位置する農民美術の美術館。館長の尾澤敏春氏およびその先代である尾澤千春氏の作品を数多く展示している。また世界各地の木彫人形も展示している。建物は新潟の豪雪地帯から移築した寄棟中門造の民家を改装したもの。

農民美術とは
長野県上田市を中心とした大正時代の工芸運動。東京美術学校を卒業し、パリで留学していた画家・山本鼎(1882～1946)が提唱した。冬場の副業として取り組み、農村の経済水準と文化水準を高めることを目指したもの。器や小物入れといった日用品から人形や木版画といった美術品、また手縫いや刺しゅう等その領域は多岐に渡る。

【参考文献】
石川義宗、禹在勇(2018)『長野県の木工文化：デザイン史から見た農民美術の意義』日本デザイン学会デザイン学研究概要集
神田愛子『	2020-07-15
	94	[image: 時代が変われど物流を支え続ける（真田傍陽線真田駅跡）]	時代が変われど物流を支え続ける（真田傍陽線真田駅跡）	道路の脇にひっそりとある、草に覆われた石垣のようなもの。
よく見れば上にはトラックが停め置かれている。

ここは真田傍陽線の2か所ある終点のうちの片方、真田線の真田駅跡。
この石垣は当時のホームである。

人々や貨物が行きかったホームも、現在はトラックの駐車場となって目立たぬ存在となっている。

時代は変わってしまったが、鉄道が廃止となって半世紀が経とうとしている現在でも、地域の物流を支えている。	2020-07-15
	95	[image: 1馬力以下のみ通行可能]	1馬力以下のみ通行可能	先日、砥石城跡に行った道中で見つけた看板。
注意を促すものだが、地域の特色を面白くアレンジしたもので思わず写真を取ってしまった。
見に行くときは馬に乗って行こう。	2020-07-13
	96	[image: ようこそ上田　真田幸村と行く上田城]	ようこそ上田　真田幸村と行く上田城	

上田のシンボル、上田城の魅力をおもてなし武将隊の真田幸村公が紹介してくれます！

長野大学インターンシップ（2014）により制作した映像
協力　上田市観光課	2020-07-12
	97	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	北向観音堂は、平安時代初期の天長2年（825年）、比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された霊場。
大きな石でできてる石垣は、迫力があって魅力的である。大きなパワーが感じられる。	2020-07-06
	98	[image: 『上田市誌』(全31巻 2004年)目次]	『上田市誌』(全31巻 2004年)目次	『上田市誌』全31巻
発行：2002～2004年
編集者：上田市誌編さん委員会
発行者：上田市、上田市誌刊行会

以下から各巻の目次と奥付が参照できます。なお、対象の「上田市」は2006年の合併以前の旧上田市が対象です。

第01巻 自然編(1)上田の地質と土壌
第02巻 自然編(2)上田の気象と川や湖
第03巻 自然編(3)上田の動物と植物
第04巻 歴史編(1)上田盆地のあけぼの
第05巻 歴史編(2)上田の弥生・古墳時代
	2020-06-27
	99	[image: 上田市の商店街の景観]	上田市の商店街の景観	上田の商店街は上田城の近くにあります。
そのためか、商店街の景観はまるで城下町のようです。

茶色を基調とした建造物、石畳の歩道、木製のベンチ、公衆トイレにまで力を入れる徹底ぶりです。

昔と現代をハイブリッドしたかのような雰囲気を楽しめます。	2020-06-24
	100	[image: 高市神社を目指して⑤～運気向上の石～]	高市神社を目指して⑤～運気向上の石～	高市神社内にある「運の石」を撮影しました。
写真の看板に書かれている内容を見てもらえばわかりますが、運の石は作法に則ってなでることで輝かしい未来が約束されるといわれているそうです。とても素晴らしい石ですね。私もなでさせていただきました。
良い未来が待っているといいなと思います。
運気を向上させたい方は高市神社の運の石をなでてみると、良い効果があるかもしれません。是非足を運んでみてください。	2020-06-23
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